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【背景】東アジアの集団において、幼児期の体格とその後の体組成の関連についての詳細な研

究はない。今回は日本人集団における 3歳時の体格と 11歳時の体組成の関連について、二重エ

ネルギーエックス線吸収法（DXA法）を用いて検討した。 

【方法】調査対象集団は 2008 年から 2010 年に静岡県下の 3 つの公立小学校に在籍した 726 名

の児童である。体組成は DXA法で測定し、幼児期の体格（BMI）は母子健康手帳から入手した。

統計解析には一般線形モデルを用いた。 

【結果】調査対象集団のうち 550 名から体組成と幼児期の体格のデータを得た。3 歳時の BMI

は 11歳時の全身骨塩量（BMC）、全身除脂肪軟部組織量（FFSTM）、全身脂肪量（FM）と正の関

連を示した。出生から 3歳の BMI z-score の変化も 11歳時の BMC、FFSTM、FM と正の関連を示

した。交絡因子調整後の 11 歳時の BMC、FFSTM、FM の平均値は、共に 3歳時に低体重であった

者が正常体重よりも低く、3歳時に過体重であった者は正常体重よりも高かった。 

【結論】3歳時の体格はその後の体組成を予測した。 
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